
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
事業者が用意しているサービスを実行する実行手段と、前記実行手段のサービスの実行要
求を他端末に許可するパスワードを作成する作成手段と、前記作成手段で作成されたパス
ワードを前記他端末へ送信する送信手段とを備えた第１携帯電話端末と、
前記第１携帯電話端末から送信されたパスワードを受信する受信手段と、前記受信手段で
受信したパスワードを記憶しておくパスワードメモリと、前記パスワードメモリに記憶し
てあるパスワードを用いて前記第１携帯電話端末の実行手段にサービス実行要求を行う要
求手段とを備えた第２携帯電話端末と、
前記第１携帯電話端末で作成されたパスワードを登録しておくデータベースと、前記第２
携帯電話端末から前記パスワードを用いて前記第１携帯電話端末に対してサービス実行要
求がされたときに当該パスワードと前記データベースに登録してあるパスワードとを照合
する照合手段と、前記照合手段で前記各パスワードが一致していると判別されたときに前
記第１携帯電話端末に対して位置検索命令を行う命令手段とを備えたサーバとを有するこ
とを特徴とする携帯電話システム。
【請求項２】
前記サービスは、自端末の置かれている位置を検索すること、電話又はメールの着信拒否
を行うことであることを特徴とする請求項１記載の携帯電話システム。
【請求項３】
さらに、第１携帯電話端末は前記作成手段で作成されたパスワードを暗号化する暗号化手
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段を備え、前記第２携帯電話端末は前記暗号化手段で暗号化されたパスワードを復号化す
る復号化手段を備えることを特徴とする請求項１記載の携帯電話システム。
【請求項４】
さらに、前記第１携帯電話端末は前記作成手段で作成されたパスワードの履歴を保存する
履歴用メモリを備えており、前記作成手段は前記履歴用メモリに保存されているパスワー
ドの履歴を参照して過去に使用されていないパスワードに更新する手段を備えることを特
徴とする請求項１記載の携帯電話システム。
【請求項５】
さらに、前記第１携帯電話端末は前記パスワードの送信先を保存する送信先メモリを備え
ており、前記送信手段は前記送信先メモリに保存されている送信先に前記パスワードを送
信することを特徴とする請求項１記載の携帯電話システム。
【請求項６】
前記送信先メモリには、前記パスワードの送信先とともに名前と電話番号とメールアドレ
スとが一対で保存されていることを特徴とする請求項５記載の携帯電話システム。
【請求項７】
前記送信手段は、前記送信先メモリに保存されているメールアドレス宛に前記パスワード
を送信することを特徴とする請求項６記載の携帯電話システム。
【請求項８】
さらに、前記第２携帯電話端末は前記受信手段で受信されたパスワードを報知することな
く前記パスワードメモリに記憶する記憶手段を備えることを特徴とする請求項３記載の携
帯電話システム。
【請求項９】
前記第１携帯電話端末で複数のパスワードを作成し、各パスワードを異なる頻度で更新す
ることを特徴とする請求項１記載の携帯電話システム。
【請求項１０】
前記第１携帯電話端末は、既にパスワードを送信している携帯電話端末に対して前記パス
ワードを強制的に消去する情報を送信することを特徴とする請求項１記載の携帯電話シス
テム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、携帯電話端末に関し、特に、自端末或いは他端末の置かれている位置を検索す
る携帯電話端末に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、全地球測位システム（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ：Ｇ
ＰＳ）衛星などを用いて自端末或いは他端末の位置を検索する携帯電話端末がある。他端
末の位置を検索するには、その検索に先立って他端末側からパスワードを入手しておく必
要がある。
【０００３】
パスワードは、他端末の使用者によって例えば４桁の数字の組合せが選択されることによ
って作成され、位置検索を許可できる者だけに口答などで伝えられていた。こうして、パ
スワードを入手した者は、そのパスワードを自端末に入力していた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、従来の技術は、パスワードの作成、伝達が携帯電話端末の使用者によって行われ
ており、またパスワードは漏洩することがないように伝達することが強いられおり、利便
性の向上が望まれていた。
【０００５】
さらに、パスワードの漏洩対策として、定期的にパスワードの更新が必要であった。更新
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したパスワードを伝達するときには上記と同様の問題が生じるし、通常、パスワードはな
じみのある数列となるように選択することが多いため、更新後のパスワードを過去に選択
したことのあるものにすると、漏洩対策が無意味になることがあり、この点も改善が望ま
れていた。
【０００６】
ここで、特開平１１－１７８０４７号公報には、使用者本人が所有する無線携帯端末の位
置情報を容易に獲得するために、無線通信による着信に自動応答する着信自動応答制御手
段と、所定の位置情報を獲得する位置情報獲得手段と、位置情報を転送する位置情報送信
手段と、着信自動応答時に前記位置情報獲得手段により位置情報を獲得してその位置情報
を位置情報送信手段により発信元に送信するように制御する制御手段とを有する無線携帯
端末について記載されている。
【０００７】
また、特開平９－２８４８３３号公報には、被検索側移動端末の位置を通話しなくても知
ることができるように、被検索側移動端末の最新の現在位置を検索する検索側移動端末と
、この検索側移動端末と無線エリア（セル）が必ずしも一致しない無線エリア（セル）内
にいる被検索移動端末とを備えて成り、被検索側移動端末は最新の現在位置情報を入力し
て記憶する記憶手段と、検索側移動端末から送信されてくる予め定められた暗証番号，検
索コードを受信して自己のものと一致すると最新の現在位置情報を送信する第１の送信手
段とを備える移動端末の位置検索システムについて記載されている。
【０００８】
しかし、特開平１１－１７８０４７号公報には他の携帯電話端末の位置情報を取得する技
術がなく、特開平９－２８４８３３号公報にはパスワード（暗証番号）の具体的な作成手
法についての開示がなく、これらの技術によっても、上記利便性の向上は困難であった。
【０００９】
そこで、本発明は、携帯電話端末に関するパスワードの伝達時の利便性を向上させること
を課題とする。
【００１０】
また、本発明は、携帯電話端末に関するパスワードの漏洩防止を図ることを課題とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、本発明の携帯電話システムは、事業者が用意しているサービ
スを実行する実行手段と、前記実行手段のサービスの実行要求を他端末に許可するパスワ
ードを作成する作成手段と、前記作成手段で作成されたパスワードを前記他端末へ送信す
る送信手段とを備えた第１携帯電話端末と、前記第１携帯電話端末から送信されたパスワ
ードを受信する受信手段と、前記受信手段で受信したパスワードを記憶しておくパスワー
ドメモリと、前記パスワードメモリに記憶してあるパスワードを用いて前記第１携帯電話
端末の実行手段にサービス実行要求を行う要求手段とを備えた第２携帯電話端末と、前記
第１携帯電話端末で作成されたパスワードを登録しておくデータベースと、前記第２携帯
電話端末から前記パスワードを用いて前記第１携帯電話端末に対してサービス実行要求が
されたときに当該パスワードと前記データベースに登録してあるパスワードとを照合する
照合手段と、前記照合手段で前記各パスワードが一致していると判別されたときに前記第
１携帯電話端末に対して位置検索命令を行う命令手段とを備えたサーバとを有することを
特徴とする。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
【００１３】
［構成の説明］
図１は、本発明の実施形態の携帯電話システムの模式的な構成図である。図２は、図１の
携帯電話端末１１の模式的な内部構成を示すブロック図である。図３は、図１の携帯電話
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端末１４の模式的な内部構成を示すブロック図である。
【００１４】
図１には、自端末の置かれている位置を検索する携帯電話端末１１と、携帯電話端末１１
の位置検索の実行要求を行う携帯電話端末１４と、携帯電話端末１４の要求に応じて携帯
電話端末１１に位置検索命令を行うサーバ１２と、携帯電話端末１１が自端末の置かれて
いる位置を検索するためのＧＰＳ衛星１８とを示している。
【００１５】
サーバ１２は、携帯電話端末１１で作成された位置検索要求を許可する携帯電話端末に送
信するパスワードを登録しておくデータベース１３と、携帯電話端末１４からパスワード
を用いて携帯電話端末１１の位置検索の実行要求がされたときにそのパスワードとデータ
ベース１３に登録してあるパスワードとを照合する照合手段１５と、照合手段１５で各パ
スワードが一致していると判別されたときに携帯電話端末１１に対して位置検索命令を行
う命令手段１６と、携帯電話端末１１，１４と通信を行う通信手段１７とを備える。
【００１６】
なお、図１には、ＧＰＳ衛星１８を１つのブロックで図示しているが、実際には、ＧＰＳ
衛星１８は複数あり、位置検索を行うときにはそれらのうちの例えば３つ或いは４つのＧ
ＰＳ衛星と携帯電話端末１１との間で電波を送受信する。
【００１７】
また、携帯電話端末１１は、ＧＰＳ衛星１８に代えて図示しない３つ以上の基地局との間
で送受信する電波に基づいて位置検索を行うようにしたり、サーバ１２に以下説明する検
索手段２７（図２）を備えておき、サーバ１２と携帯電話端末１１との間で予め相互の位
置情報を取得した状態でサーバ１２とＧＰＳ衛星１８との間で送受信する電波、及び携帯
電話端末１１とＧＰＳ衛星１８との間で送受信する電波に基づいて位置検索を行うように
してもよい。
【００１８】
図２には、ＧＰＳ衛星１８との間で送受信する電波に基づいて自端末の置かれている位置
を検索する検索手段２７と、自端末の位置検索の実行要求を他端末に許可するパスワード
を作成するパスワード作成手段２９と、パスワード作成手段２９で作成されたパスワード
を携帯電話端末１４及びサーバ１３へ送信したりサーバ１２からの命令を受信する無線手
段２２と、パスワード作成手段２９で作成されたパスワード及びそれらの履歴を保存する
パスワードメモリ２３と、パスワードの送信先と名前と電話番号と電子メールアドレス（
ｅメールアドレス）とが一対で保存されるアドレス帳２８と、更新後のパスワードを携帯
電話端末１４等へ携帯電話端末１１の使用者の指示なく送るかどうかを示す情報を記憶す
る読み出し書き込みメモリ（以下、「ＲＡＭ」と称する。）２４と、携帯電話端末１１本
体の動作を実行するためのプログラムを記録しておく読み出し専用メモリ（以下、「ＲＯ
Ｍ」と称する。）２５と、携帯電話端末１１の使用者等によって押下される数字キーなど
の操作手段２６と、ＲＯＭ２５に記憶してあるプログラムに従って携帯電話端末１１本体
の動作を制御する制御手段２１とを示している。
【００１９】
なお、パスワード作成手段２９は、作成したパスワードの秘匿性を保持するためにそのパ
スワードを暗号化する暗号化手段を備えている。パスワード作成手段２９は、パスワード
メモリ２３に保存されているパスワードの履歴を参照して過去に使用されていないパスワ
ードを作成するようにしている。
【００２０】
アドレス帳２８には、更新後のパスワードの自動送信するかどうかを示す情報が例えばｅ
メールアドレス毎に保存されている。
【００２１】
制御手段２１はタイマーを内蔵しており、例えば一週間あるいは一ヶ月毎にパスワード作
成手段２９に対してパスワードの更新命令を行うようにしている。
【００２２】
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図３には、携帯電話端末１１から送信されたパスワードを受信したりサーバ１２に対して
携帯電話端末１１の位置検索の実行要求を行うための無線手段３２と、無線手段３２で受
信したパスワードを例えば送信元の携帯電話端末に割り当てられているｅメールアドレス
と一対で記憶しておくパスワードメモリ３３と、パスワードメモリ３３に記憶してあるパ
スワードを画像や音声などで報知することなく更新する更新手段３７と、アドレス帳２８
と同様に構成されているアドレス帳３８、ＲＡＭ２４と同様に構成されているＲＡＭ３４
と、ＲＯＭ２５と同様に構成されているＲＯＭ３５と、操作手段２６と同様に構成されて
いる操作手段３６と、制御手段２１と同様に構成されている制御手段３１を示している。
【００２３】
なお、無線手段３２は、暗号化されて送信されてくるパスワードを復号化する復号化手段
を備えている。制御手段３１は、使用者の指示に従って携帯電話端末１１の位置検索の実
行要求を行うようにしている。
【００２４】
［動作の説明］
図４は、図１に示す携帯電話システムの動作の概要を示すシーケンス図である。図５は、
図１の携帯電話端末１１から携帯電話端末１４へ更新したパスワードを送信する動作を示
すフローチャートである。図６は、図１の携帯電話端末１４のパスワードを受信してから
パスワードメモリ３３に記憶するまでの動作を示すフローチャートである。
【００２５】
まず、図４に示すシーケンス図を参照しながら、図１に示す携帯電話システムの動作の概
要について説明する。
【００２６】
携帯電話端末１１は、サーバ１２に対して更新後のパスワードの登録要求メッセージを送
信する（ステップＳ５１）。
【００２７】
なお、携帯電話端末１１は、複数のパスワードを作成するようにして、パスワードの送信
先をランク付けして短期的にパスワードを知らせる携帯電話端末と、長期的にパスワード
を知らせる携帯電話端末とに分けて異なるパスワードを送信したり、パスワード毎に更新
頻度を変えることによって秘匿性のランク付けをしてパスワードを送信するようにしても
よい。
【００２８】
サーバ１２は、携帯電話端末１１から送信された更新後のパスワードを受信すると、デー
タベース１３に登録してある携帯電話端末１１のパスワードを更新後のパスワードに書き
換える（ステップＳ５２）。
【００２９】
サーバ１２は、パスワードの書き換えが完了すると、携帯電話端末１１に対してその旨の
メッセージを返信する（ステップＳ５３）。
【００３０】
なお、サーバ１２に複数のパスワードを登録するような場合には、パスワードを書き換え
るだけでなく、登録の追加を行い、その旨のメッセージを返信するようにしている。
【００３１】
携帯電話端末１１は、サーバ１２から返信されたメッセージを受信すると、携帯電話端末
１１に対して、更新後のパスワードを送信する（ステップＳ５４）。
【００３２】
携帯電話端末１４は、携帯電話端末１１から送信された更新後のパスワードを受信すると
、そのパスワードを記憶する（ステップＳ５５）。
【００３３】
携帯電話端末１４は、携帯電話端末１１の位置検索を行いたいときには、記憶しているパ
スワードを付した位置検索要求メッセージをサーバ１２に対して送信する（ステップＳ５
６）。
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【００３４】
サーバ１２は、携帯電話端末１４から送信された位置検索要求メッセージを受信すると、
その旨のメッセージを携帯電話端末１４に通知する（ステップＳ５７）。
【００３５】
サーバ１２は、携帯電話端末１４が送信してきた携帯電話端末１１のパスワードがデータ
ベース１３に登録してある携帯電話端末１１のパスワードと同じかどうかを判別して、こ
れらのパスワードが同じ場合には携帯電話端末１１に対して位置検索命令を行う（ステッ
プＳ５８）。
【００３６】
パスワードが異なる場合には、携帯電話端末１４にその旨の通知を返信する。
【００３７】
携帯電話端末１１は、サーバ１２からの位置検索命令に従って、携帯電話端末１４から位
置検索要求がされている旨をモニタに表示したり、スピーカから音を発するなどして、使
用者に応答するかどうかの指示を入力するように促す。
【００３８】
携帯電話端末１１の使用者が、指示を入力すると、この指示が位置検索要求に応答するも
のであるかどうかの判別が行われる（ステップＳ５９）。
【００３９】
判別の結果、ユーザが入力した指示が位置検索要求に応答しない指示である場合には、携
帯電話端末１１はサーバ１２を通じて携帯電話端末１４に対して、位置検索を拒否する旨
の返信を行う。
【００４０】
携帯電話端末１１は、位置検索してほしくない携帯電話端末から、何度も位置検索要求が
されるような場合には、その携帯電話端末にそれまでのパスワードを強制的に消去する情
報を付加したダミーのパスワードを送り、位置検索を拒否するようにしてもよい。
【００４１】
こうすると、ダミーのパスワードを受信した携帯電話端末は、受信したパスワードを用い
てサーバ１２を通じて位置検索要求を行うことになるが、サーバ１２ではパスワードの照
合が行えないため、携帯電話端末１１に位置検索命令がされなくなる。
【００４２】
一方、判別の結果、ユーザが入力した指示が位置検索要求に応答する指示である場合には
、携帯電話端末１１はＧＰＳ衛星１８との間で電波の送受信を行い、自端末が置かれてい
る位置を検索する（ステップＳ５ａ）。
【００４３】
携帯電話端末１１は、位置検索を完了するとサーバ１２に対して位置情報を送信する。
【００４４】
サーバ１２は、携帯電話端末１１の位置情報を受信すると、携帯電話端末１４に対して、
携帯電話端末１１の位置情報を送信する（ステップＳ５ｂ）。
【００４５】
このようにして、携帯電話端末１４は、携帯電話端末１１の位置情報を取得している。
【００４６】
つぎに、図５に示すフローチャートを参照しながら、図１の携帯電話端末１１から携帯電
話端末１４へ更新したパスワードを送信する動作について説明する。
【００４７】
まず、携帯電話端末１１側では、使用者の設定により、制御手段２１でパスワードの更新
命令を発する期間を予め設定しておく。
【００４８】
制御手段２１は、使用者に設定された期間をタイマーにセットし、タイムアウトしたとき
にパスワード作成手段２９にパスワードの作成命令を発する（ステップＳ４１）。
【００４９】

10

20

30

40

50

(6) JP 3596518 B2 2004.12.2



なお、制御手段２１は、タイマーがタイムアウトするまでは、音声またはパケット通信の
待ち受け処理を実行している。
【００５０】
パスワード作成手段２９は、制御手段２１からパスワードの作成命令が発せられるとパス
ワードを更新する（ステップＳ４２）。
【００５１】
このとき、更新したパスワードが、パスワードメモリ２３に記憶しているパスワードの履
歴にあるかどうかを判別する（ステップＳ４３）。
【００５２】
判別の結果、更新したパスワードがパスワードメモリ２３に記憶しているパスワードの履
歴にあれば再度パスワード作成手段２９で履歴にないものになるようにパスワードを更新
する。
【００５３】
パスワード作成手段２９は、こうして更新したパスワードをパスワードメモリ２３に記憶
する（ステップＳ４４）。
【００５４】
つぎに、制御手段２１は、ＲＡＭ２４を参照して、携帯電話端末１４及びサーバ１２に対
して、新たなパスワードを自動的に送信する設定がされているかを確認する（ステップＳ
４５）。
【００５５】
判別の結果、新たなパスワードを自動的に送信する設定がされている場合には、パスワー
ド作成手段２９は、更新したパスワードをＳＳＬ（Ｓｅｃｕｒｅ　Ｓｏｃｋｅｔ　Ｌａｙ
ｅｒ）などのプロトコルに従って暗号化してから無線手段２２へ送る（ステップＳ４６）
。
【００５６】
一方、判別の結果、新たなパスワードを自動的に送信する設定がされていない場合には、
図４に示す処理を終了する。この場合には、携帯電話端末１１の使用者が手動で更新後の
パスワードをサーバ１２及び携帯電話端末１４へ送ることになる。
【００５７】
無線手段２２は、パスワード作成手段２９で暗号化されたパスワードをサーバ１２へ送信
する（ステップＳ４７）。
【００５８】
その後、制御手段２１は、サーバ１２からデータベース１３のパスワードが書き換えられ
たことを示す返信メッセージを受信すると、アドレス帳２８に保存されている携帯電話端
末１４を含む、更新後のパスワードを送信する旨の情報が付されているｅメールアドレス
を読み出す（ステップＳ４８）。
【００５９】
そして、制御手段２１は、携帯電話端末１１に更新後のパスワードを知らせるために送信
するｅメールに付すサブジェクトを作成する（ステップＳ４９）。
【００６０】
サブジェクトは、更新後のパスワードを送信することを示す印や文章としている。
【００６１】
それから、パスワードメモリ２３に記憶してある更新前後のパスワードを読み出して、そ
れらをｅメールの本文に貼り付けて無線手段２２によって送信する（ステップＳ５０）。
【００６２】
なお、制御手段２１等の動作は、ＲＯＭ２５に格納されているプログラムに従って行われ
る。
【００６３】
つづいて、図６に示すフローチャートを参照しながら、図１の携帯電話端末１４のパスワ
ードを受信してからパスワードメモリ３３に記憶するまでの動作について説明する。
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【００６４】
携帯電話端末１４は、携帯電話端末１１から更新後のパスワードが貼り付けられたｅメー
ルを無線手段３２によって受信する（ステップＳ６１）。
【００６５】
無線手段３２は、受信したｅメールを復号化して制御手段３１へ出力する。
【００６６】
制御手段３１は、無線手段３２から出力されたｅメールのサブジェクトを参照して、その
サブジェクトがパスワードを通知するｅメールであるかどうかを判別する（ステップＳ６
２）。
【００６７】
判別の結果、無線手段３２から出力されたｅメールがパスワードを通知するｅメールでな
い場合には、制御手段３１は、そのｅメールを受信箱へ格納する（ステップＳ６６）。
【００６８】
一方、判別の結果、無線手段３２から出力されたｅメールがパスワードを通知するｅメー
ルである場合には、制御手段３１は、ｅメールを受信した旨をモニタに表示したり、スピ
ーカから出力して、使用者に報知してから、そのｅメールを更新手段３７へ出力する。
【００６９】
更新手段３７は、制御手段３１から出力されたｅメールを入力すると、そのｅメールの送
信元のメールアドレスに基づいてアドレス帳３８を参照して、そのメールアドレスが登録
されているかどうか判別する（ステップＳ６３）。
【００７０】
判別の結果、制御手段３１から出力されたｅメールの送信元のメールアドレスがアドレス
帳３８に登録されていない場合には、制御手段３１は、そのｅメールを受信箱へ格納する
（ステップＳ６６）。
【００７１】
一方、判別の結果、制御手段３１から出力されたｅメールの送信元のメールアドレスがア
ドレス帳３８に登録されている場合には、ｅメールを受信した旨をモニタに表示すること
なく、またスピーカから出力することなく、そのｅメールを更新手段３７へ出力する。
【００７２】
更新手段３７は、制御手段２１から出力されたｅメールのｅメールアドレスに基づいてパ
スワードメモリ３３を参照して、パスワードメモリ３３に記憶されている携帯電話端末１
１のパスワードを消去する（ステップＳ６４）。
【００７３】
そして、削除した領域に、携帯電話端末１１のｅメールアドレスと一対で、更新後のパス
ワードを記憶する（ステップＳ６５）。
【００７４】
なお、制御手段３１等の動作は、ＲＯＭ３５に格納されているプログラムに従って行われ
る。
【００７５】
こうして、携帯電話端末１４が、外部に漏洩することなく取得した更新後のパスワードで
、携帯電話端末１１の位置検索要求を行えるようにしている。
【００７６】
以上、本実施形態では、携帯電話端末１４が携帯電話端末１１の位置検索を行う際に必要
なパスワードを例に説明したが、パスワードは他の許可や認証の際の用いるものであって
もよい。
【００７７】
例えば携帯電話端末１１へ電話をかけるときやｅメールを送るときにパスワードを入力す
るようにしておけば、電話の着呼等を拒否したい携帯電話端末に更新後のｅメールを送ら
ないようにすることによって、携帯電話端末１１でその電話の着呼等を拒否できるように
なる。
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【００７８】
【発明の効果】
以上、説明したように、本発明によると、携帯電話端末に関するパスワードの伝達時の利
便性を向上させることができる。
【００７９】
また、本発明によると、携帯電話端末に関するパスワードの漏洩防止を図ることができる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態の携帯電話システムの模式的な構成図である。
【図２】図１の携帯電話端末１１の模式的な内部構成を示すブロック図である。
【図３】図１の携帯電話端末１４の模式的な内部構成を示すブロック図である。
【図４】図１に示す携帯電話システムの動作の概要を示すシーケンス図である。
【図５】図１の携帯電話端末１１から携帯電話端末１４へ更新したパスワードを送信する
動作を示すフローチャートである。
【図６】図１の携帯電話端末１４のパスワードを受信してからパスワードメモリ３３に記
憶するまでの動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１１，１４　携帯電話端末
１２　サーバ
１３　データベース
１５　照合手段
１６　命令手段
１７　通信手段
１８　ＧＰＳ衛星
２１，３１　制御手段
２２，３２　無線手段
２３，３３　パスワードメモリ
２４，３４　ＲＡＭ
２５，３５　ＲＯＭ
２６，３６　操作手段
２７　検索手段
２８，３９　アドレス帳
２９　パスワード作成手段
３７　更新手段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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